　　地方行政論　「私が選んだ市町村ホームページ・栃木県黒磯市」　980134A　西山　紗月　　　
黒磯市のホームページを選ぶきっかけとなったのは、市長の写真だった。普通、ホームページの市長の写真といえば、スーツ姿の堅いものだが黒磯市長のは違っていた。祭りの衣装だった。この写真一つで市民としても親近感がわくだろう。また、業者に委託したものではないので十分とは言えないが、その分一生懸命さが伝わるものになっている。

このホームページは職員手作りによるもので、市外向け（みんなで出かけよう）と市民向け（市民の広場）の２つから構成されている。みんなで出かけようのコーナーでは、那須高原のさわやかな高原文化都市黒磯を余すことなく紹介するもで、市民の広場のコーナーでは、市民と市をつなぐ窓口として利用したいとのこと。また、DREAM OF 21というページ（http://www.nasuinfo.or.jp/kuroiso/build.htm）では、市役所の若手職員で構成される“まちづくり事業推進委員会”のメンバーが語り合った「夢」をもとに21世紀の黒磯市を描いた夢物語を作成している。
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＜統計資料より＞
　人口：５８，１９５人（男性２９，０５８人、女性２９，１３７人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　世帯数：１８，１９５世帯

  面積：３４３，１２km2      人口密度：１６４，０人/km2
　標高：２９４ｍ　平均気温：１１．９℃　降水量：１，５６０ｍｍ

＜黒磯の歴史より＞　　

　1889：高林村・鍋掛村・東那須野村誕生

　1912：黒磯町誕生（東那須野村から独立）

　1955：４か町村〈黒磯町・高林村・鍋掛村・東那須野村〉が合併し、

　　　　新しい黒磯町が誕生…人口：３０，０９９人

　1970：黒磯市制施行…人口：３６，８４２人

　1990：茨城県那珂湊市（現ひたちなか市）と姉妹都市締結

http://www.nasuinfo.or.jp/kuroiso/access.htm　　　　　　http://www.nasuinfo.or.jp/kuroiso/hitachi.htm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

＜アクセス＞　　　　ちなみに宇都宮からは車で約１時間30分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自動車の場合 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鉄道の場合 
東京－（東北自動車道約１５０ｋｍ）→西那須野塩原ＩＣ 　　　 東京－（東北新幹線）→那須塩原駅 　　　　　　　　　　　　　　

東京－（東北自動車道約１６０ｋｍ）→那須ＩＣ　　　　　　　　福島－（東北新幹線）→那須塩原駅　

福島－（東北自動車道約１３０ｋｍ）→那須ＩＣ　　　　　　　　仙台－（東北新幹線）→那須塩原駅

仙台－（東北自動車道約２１５ｋｍ）→那須ＩＣ　　　　　　　　上野－（ 東北本線 ）→黒磯駅　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image2.wmf]こちらが黒磯市長。とても優しそうで、誰でも親近感を持ってしまう笑顔の持ち主。衣装は、那須野巻狩まつりのものだ。
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＜この市長の下での行政は…＞

＊市議会のページでは、請願・陳述書を提出する方法や議会を傍聴する

　方法、議会の委員会・協議会の構成図には委員の名前も書かれている。

委員の名前が分かるというのは、誰に行政を任せているのかはっきりし

て市民にとっては大きな安心になる。
＊そして、５月と１１月の年２回、財政状況を公表しているのだが、そ

　の表も何にいくら使われたのかがよく分かる。

情報公開に積極的だ。税金を払うにしても納得できる。
＊窓口手続きの手引きでは、印鑑登録、住民登録、戸籍届出、国民健康

　保険、国民年金についての手続き方法が書かれている。

黒磯で生活している人はもちろん、これから黒磯で生活する人にも役に

立つ。きちんと市民と市をつなぐ窓口になっていると思う。

＊文化・施設情報では、市役所・文化会館・図書館・水処理センター・文化財の項目がある。

市役所・文化会館・図書館については、情報不足に感じる。

文化財については、どうい物でどこにあるのかしっかり書いてある。画像がないのがとても残念。

水処理センターはなかなか面白い。水処理システムの流れが、表にして書いてある。いつも使っている水がどう処理されるのか初めて知った。

そして、黒磯名物、那須野巻狩まつり。　　　　　　　　　　　　http://www.nasuinfo.or.jp/kuroiso/fest.htm
建久３年（1192年）鎌倉に幕府を開いた源頼朝は、その勢力を天下に示すため翌年の建久４年（1193年）に現在の黒磯市を中心とした那須野ケ原一帯で大規模な巻狩（集団で行う狩り）を行いました。
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＜黒磯巻狩太鼓＞

黒磯巻狩太鼓は、「那須野巻狩」の風景を連想させる勇壮な太鼓で大小２０の太鼓と双盤（そろばん）２口、法螺貝２管、などで構成され、１チーム２６名で編成されています。作曲は、わが国を代表する邦楽集団である日本音楽集団代表で、「ヤマトタケル」の作曲を手掛けた、長沢勝俊先生です。
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＜巻狩鍋＞

巻狩鍋には、大将鍋と勢子鍋があり、大きな鍋は大将鍋と呼び、那須野巻狩が行われた那須地方の７市町村の和を象徴し、小さい鍋は勢子鍋と呼び、７つの市町村を意図しており、那須北部の７市町村の和にこだわって製作したものです。

鍋の大きさ
大将鍋＝直径７尺（２．２ｍ、約２０００食分）－１基
勢子鍋＝直径４尺（１．２ｍ，約８００食分）－７基
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＜くろいそ那須野巻狩踊り＞

頼朝が行った「那須野巻狩」には、鎌倉武将を始め、大勢の勢子たちが参加しました。
この巻狩の情景を想像して、出陣していく武将とそれを見送るお姫様、大勢の勢子と、追われるキツネや獣たち、それを見守る人々の姿を、厳かにそしてコミカルに表現したものが、「くろいそ那須野巻狩踊り」です。
名物のまつりの写真もそれぞれどういうものか説明してあり、興味をそそる。活気が伝わってきて行ってみたいな、という気になる。私は、巻狩鍋を間近で見てみたいし、味わってみたい。太鼓の迫力も感じてみたい。26人で叩く太鼓は想像以上のものだろう。この写真の効果はすごい。これは、黒磯市外の人も市内の人も楽しめる。

町のPRとしてとても良いと思う。
＜名産・特産品コーナー＞

那須牛・ハム・ソーセージ・パン・地酒・漬物・ハチミツなどの通信販売を電話で受けつけている。

どこのホームページも特産品コーナーがあるが、通信販売をしてくれるのは意外と少ない。興味を持った土地の食べ物が手に入るのはうれしい。わたしは、骨付きソーセージとくろいそ巻狩鍋セットにひかれている。

＜くろいそさわやか大使＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nasuinfo.or.jp/kuroiso/taishi/taishi.htm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市では、活力あるまちづくりを推進するため、黒磯にゆかりがあり、各界で活躍している人を「くろいそさわやか大使」として委嘱することになり、セルジオ越後氏、森詠氏、井上静男氏の３人が初のさわやか大使に決まった。今後、大使には、それぞれの得意分野を生かしながら、市のＰＲなどに協力してもらう。
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　　　　　セルジオ越後　　　　　　　　　　　　森　詠　　　　　　　　　　　　井上　静男

PRのために大使がいる自治体は珍しいだろう。彼ら３人の大使の詳しいプロフィールや黒磯との関わりも詳しく書いてある。また、黒磯の魅力を発見できるメッセージもあるので、雑誌感覚で面白い。

メインページは、あまり工夫がなくいたって普通なのだが、そこから入っていったページは興味をそそる工夫が良くなされている。情報公開がされていたり、いろいろな手続きの方法が書かれているのはとても良いと思った。

職員の手作りという素朴さと暖かさが現れている。

他に興味をひかれたホームページは、田沼町のものだ（http://village.infoweb.ne.jp/~tanuma/）。暮らしの便利帳には、ごみ収集日や町営バスの時刻表が書かれている。また、地震の心得１０ヶ条や非難場所一覧などいざというとき役立つ情報も。県南総合病院の診察時間や人間ドックの案内もある。住民に優しいホームページになっている。

　　地方行政論　「私が選んだ市町村ホームページ・広島県福山市」　980134A　西山　紗月　　　

福山市は、私の出身地という理由で選んだ。広島県にはあまり目をひくものはなかったが、その中にあってなかなか親切なホームページになっている。ただ、温かみとか地方ならではの素朴さに欠けているのが残念。
福山市の歴史は、1619年便後10万石の領主となった水野勝成が、「福山」と命名したのが始まりといわれている。以来，城下町として整備が進められ，今日の福山の基礎が築かれた。福山市は、古くから繊維産業を基盤とする地方都市だったが、1961年の単一工場としては世界最大といわれる製鉄所の立地決定によりと市のあり方が大きく変わった。1946年には工業整備特別地域の指定も受け、重工業都市へと転換し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/1baranomati/1-7.html
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜統計資料より＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人口：３７８，８０６人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男性：１８４，３９５人、女性：１９４，４１１人）

　　　広島県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世帯数：１３６，９２２世帯　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積：３６２．３３ｋｍ２　　　降水量：１２４６．５ｍｍ

　　　　　　福山市　　　　　　　　　　　　　　　　平均気温：１５．５℃　　　　平均湿度：７０%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜福山のあゆみより＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1916：市制施行…人口：３２，３５６人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1933：10か村を合併…･５５，９９６人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1942：2か村（山手、郷分）を合併……６０，４７６人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1956：10か町を村合併…１２８，１５０人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1962：深安町を合併……１５３，３１５人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966：松永市と合併……２１３，０９０人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1971：愛知県、岡崎市と親善都市提携

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1974：芦田町を合併……２８９，０３５人

　　広島県東部の岡山県との県境に　　　　　　　1975：2か町（加茂、駅家）を合併……３２５，５７４人

　　位置している　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1976：カナダ、ハミルトン市と親善都市提携

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979：大韓民国、国浦項市と友好都市提携

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980：フィリピン、タクロバン市と友好都市提携

＜アクセス＞　　　ちなみに宇都宮からは車で約10時間
自動車の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新幹線の場合
岡山I.C.―（約50分）→　福山東I.C.　　　　　　　東京―（約4時間30分）→　福山

広島I.C.―（約1時間）→　福山西I.C.　　　　　　 名古屋―（約2時間30分）→　〃

坂出I.C.―（約1時間）→　福山東I.C.　　　　　　 新大阪―（約1時間30分）→　〃
フェリーの場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島―（約40分）→　〃
多度津―（1時間40分）→福山　　　　　　　　　　　博多―（約2時間）→　〃
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＜ばらのまちふくやま＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローズふくやま　　　　　　　　　　　　

福山市は1945年８月８日の大空襲で市街地の大半を焼失しました。　　　　　　

戦後、新しい都市計画のもとに再建復興が進められ町は姿を一新

していきましたが、市民の心はなかなか混迷を　抜け出せないで

いました。これを憂えた南公園（現在のばら公園）付近の住民は、

「花こそ人の心が和らぐもの、花を育てよう」と、その空き地にばら

の苗木約1,000本を植え付け1,000本のばらは真っ赤な花を咲か

せたのでした。このように、ばらづくりから芽生えた運動は、現在、

市民と行政が一体になっての取り組みとなり、明るく住みよい「100
万本のばらのまち福山」づくり運動となって推進されています。　　　　　　　　　　　　　　　　
http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/1baranomati/1-1.html
　　　　　　　　　　　　　花は美しい、それを愛し育む人の心は　なお美しい　　　　　　　

そのばら公園では、ばら祭りが行われている。
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毎年５月に開催される、福山市最大のイベントです。
　福山市でのばらの祭典は、地域の人々によって

ばらの苗木1,000本が植えられた1956年５月に

「バラ展示会」として、市民の手（福山ばら会主催）

で始められ、1971年からは福山祭委員会の主催に

よる、市民総ぐるみの「福山ばら祭」として開催さ

れるようになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/1baranomati/1-5.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: image13.wmf]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すっかり恒例となったばらコンテストでは、米・英・独・仏・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓・豪・加・ブルガリアの各総領事等を招待して、国際交流を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深めています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私も行った事があるが、さすがに5,500本のばらはすごい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばら祭りが開催される5月はバラが最もきれいなときで、大勢の　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人でにぎわっていた。

ここで私のとっておきの場所を紹介したい。

それは、鞆の浦
福山駅から南へ14ｋｍ、沼隈半島の先端にある鞆の浦は、

瀬戸内海国立公園を代表する景勝地です。おだやかな瀬
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戸の海に弁天、仙酔などの緑の島々が浮かぶ姿は、まさ

に一幅の絵を見るようです。 

　

　ここは瀬戸内海の中央にあたり、潮の流れが変わると

ころで万葉集にも
「吾妹子が見し鞆の浦のむろの木は

　　　　　　　常世にあれど見し人ぞなき」（大伴旅人）
と詠まれているように、古くから潮待ちの港として栄え、
また大陸との交易の場として栄えてきました。　http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/2kanko/2-1.html
　

　特に、江戸時代には北前船が往来し商人の町として栄え、今も、名所、旧跡、古寺が数多く点在するなか、

様々な商家の遺構の名残を垣間見ることができます。

　その落ち着いた港町の風情が、古き良き時代のふるさとを感じさせてくれます。

仙酔島に行くには約4分間フェリーに乗る。時間的にはとても短いが気持ちいい。島には、遊歩道があって

ちょっとした気分転換にもなる。また、夏になると弁天島から花火が打ち上げられる。打ち上げられた花火は

水面に映ってとてもきれいだ。

＜行政について＞

＊情報公開条例があり、市制情報室（http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/53sisei/53head.html）とい

　う誰でも市の情報を入手できる所がある。

＊市の財政状況（http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/50gyosei/50-13.html）については、かなり詳し

　く分野別の表にしてあり、一人あたりの出費なども表になっている。

＊今年4月、中核市に移行し、それについてQ&A方式の説明がある。

＊第3次総合計画（http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/5jyoho/5head.html）、

　都市マスタープラン（http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/50gyosei/50-7.html）、

　福山女性プラン（http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/31zyosei/index.html）

　など市が行おうとしてい

　る、プランの説明がある。

情報公開がなされていると思う。しかも、難しい言葉を並べるのではなく、誰にでも分かるように表にして

見やすくしてあるのがいい。市への安心感という点について、かなりポイントが高い。

＊暮らしのひろば（http://www.hiroshima-cdas.or.jp/fukuyama/index.html）では転入ガイドはもちろん、福祉

　に関すること、介護保険、年金、国民健康保険

＊福山市では、比較的人権学習が盛んなほうで“心のかけ橋”という広報誌を出している。

これは私もよく読んでいたが、人権学習を受けている子どもに対して、その親は受けてないということが

しばしばある。そこで大人への人権学習として作ったものなのだ。勉強になる。

　　地方行政論　「私が選んだ市町村ホームページ・沖縄県　　　」　980134A　西山　紗月　　
沖縄県を選んだ理由は、私が平和の問題に関心があり、行ってみたい所だからだ。沖縄県の市町村ホームページ

を見て思ったのは、観光に関することが多いこと。中には、観光だけで、行政のことにはまったく触れられていないものもあった。しかし、嘉手納町は軍用地が全体の83%を占めていることから、行政の取り組み方にも力が入っていると感じた。
嘉手納町は、沖縄本島の中部に位置し、東シナ海に面する海岸沿いにあって、那覇より北へ約２３ｋｍの地点にあります。地形はおおむね平坦で、地質はサンゴ石灰土壌や国頭礫層土壌からなっています。

町の総面積は１５．０４km2。南北に細長い逆Ｌ字型で、そのうち８３％が軍用地、残りの２．６km2が住民地域となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜統計資料より＞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人口：１３，７４７人　（外国人登録６９人、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男性６，８２６人、女性６，９２１人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世帯数：４，５０８世帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面積：１５，０４km2　　（軍用地８３%、住民地域１７%）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気象：１年のうち８ヶ月間は平均気温が２０℃を超え、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　降水量も多く、平均湿度も７７%と高い。

　　　　　　　　住民地域　　　　　　　　　　＜嘉手納町のあゆみより＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1908：沖縄県及び島嶼町村制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉手納の村々は、北谷村の字となった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1948：北谷村より分村、「嘉手納村」…人口：約３８００人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1976：「嘉手納村」から「嘉手納町」へ移行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1978：嘉手納町総合計画基本構想を策定　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜アクセス＞
　飛行機の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　飛行機の場合　

http://www.town.kadena.okinawa.jp/place/place.html　東京・羽田―（2時間45分）→　那覇　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  大阪・伊丹―（2時間5分）→　那覇

[image: image16.wmf]　　　　　　　　　　　　　　　　                         ―→ 那覇空港―（車で約1時間）→　嘉手納町　    

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水釜海岸
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http://www.town.kadena.okinawa.jp/MMT/010genjyo.html
嘉手納町には、沖縄本島でもっとも豊かな流れを持つ

比謝川を中心に動物や植物が息づいています。

せっかくの美しい自然もほとんどが軍用地として使用

されていることを考えると、複雑な気持ちになる。

この基地問題は、私たち1人ひとりが考えなければな

らない問題なのだと改めて思った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.town.kadena.okinawa.jp/sightseeing/index.html　

＜嘉手納町マルチメディア構想＞

＊嘉手納町の現状

立地条件
嘉手納町は沖縄本島の中央部に位置し、県都那覇市の北約23kmの東シナ海に面した地にあります。南東は広大な嘉手納基地を経て、北谷町、沖縄市と接し、北は比謝川を挟んで読谷村と接しています。
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（１）土地利用
限られた市街地スケールが嘉手納町の

土地利用における最大の特徴である。

町の北側、読谷村との境界である比謝川

流域は大半が緑地及び公園として保全・

整備されており、本件で開発対象となる

イユミーバンタ地区もその一角。

（２）人口構造

近年はやや減少の傾向をみせ、平成７年

には13,752人となり、14,000人台を

割りこんでいる。周辺の沖縄市、北中城村、北谷町、読谷村においても人口は増加しているが、嘉手納町だけはこのトレンドからは取り残された状態である。

（３）産業構造

主に商業・サービス業を中心とした産業構造となっている。

製造業については、用地不足から事業の合理化のための基盤整備が行えない状況で、既存産業の振興においても、広大な軍用地が大きな制約になっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.town.kadena.okinawa.jp/MMT/021mmc.html
＊マルチメディア構想の概要
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比謝川河口部に面した景観も優れた

イユミーバンタ地区は、嘉手納町では

数少ないまとまった開発可能性の残さ

れた地域です。

本マルチメディア構想でも、同地区に

マルチメディア系企業の事業支援施設を

建設・開設し、本格的なマルチメディア

系産業集積と、それによる町全体の活性

化、頭脳集積地域を図ることとしています。

ただし同地区は、嘉手納町の中でも極めて良好な環境をもった地域でもあり、床を用意して企業誘致を行うだけなく、市街地環境を改善し、親水環境の活用などをふくむ総合的な地区再生の中で、マルチメディア産業の立地を図ることが適切です。

他に行政関係のことはかかれていなかったが、基地を抱える町ならではの開発計画には感心した。

内容的には難しいくても行政の取り組みがはっきりしている。ただの観光案内で終わってしまうものが多い

沖縄県にあって、珍しく目をひいた。しかし、これ以上書くものはない。
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